
　大垣駅の南口で半世紀にわたって、大垣で唯一の百貨店「ヤナゲン本店」の
閉店から５年余りになります。
　現在、個人１０名、法人６社で「大垣駅南前地区市街地再開発準備組合」が
約120戸が入る17階建ての高層マンションを建設する再開発事業を計画して
います。右の図の第一街区は住宅マンション、店舗、(食品スーパー)、事務所等、西
側の第二街区は駐車場、第三街区は6階建ての福祉施設を整備する予定です。
開発面積は約1.2ヘクタールで、総事業費は約150億円です。そのうち税金73
億円(国と県からの補助金43億円弱、大垣市の補助金30億円)です。令和8年
度解体着工、令和11年度完工予定です。大垣市は令和6年度に、事業計画作成
と建物状況の調査費として9300万円の税金を投入し、令和７年度は建築設
計、地盤調査、権利変換計画の作成ほか3億1,200万円を予算案として計上し
ています。

　マンション建設による再開発は高度成長期の手法であり大都市部で成立す
る手法です。現在、この手法を行った地方都市は資材高騰により計画の見直し
や延期が進んでいます。この計画も例外ではなく、当初140戸のマンション建
設が120戸に、21階建てが17階建てに縮少変更されました。
　これからの時代、地方のマンションは30年後には老人マンションになり、老
朽化した建物の建て直しには莫大な費用が掛かります。消防や介護や大災害
の対策等、地方自治体の対策費が増加しお荷物になります。現在の大垣市の消
防は13階建てまでしか機能しません。
　現在、大垣駅前周辺には10以上のマンションがあり、更に新たに４つのマンション
が建設・販売されます。今まで建設されたマンションとこれから建設されるマンション
には税金は投入されていません。なぜ、今回の再開発のマンション建設にだけ約73億
円もの税金が使われるのでしょうか？公共施設もなく、公共的なものは１階の食品スー
パーだけです。また、本当にこの計画で収支バランスをとることができるのか疑問です。
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大垣駅南前地区市街地
再開発準備組合事業計画（素案）概要
事業区域および
施設計画

・区域面積
　約1.2ha

1F
生鮮食品スーパー幼児対象児童館

税金73億円の無駄遣いのマンション建設をやめ
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　現在の旧ヤナゲン本店の建物は平成元年に建て直してあり、耐震は大丈夫です。また、構造はRCではなく鉄骨作りなので、改造は可能です。市民
のための図書館や児童館や大学のサテライト教室に「居抜き」で格安に改造できます。宮崎県の都城市は中心市街地にあった撤退した百貨店（ショ
ッピングモール）を「居抜き」で図書館にリノベーションし、子育て世代をはじめ若い人など多世帯が集う施設になっています。今こそ、1階は生鮮食
品のスーパーマーケットに2，3，4階には世代別児童館、５，６階は図書館、７，８階は市民活動センターや大学のサテライト教室にリノベーションし

てはどうでしょうか？大垣共立銀行はそのままで旧ヤナゲン本店建物と第二街区の駐車場を利用します。はるかに安い費用でできます。図書館や児童館は「普遍
的集客装置」です。
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現在建築中・販売中の
マンションが

多くあり、売れ残りの
マンションもあります。


